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協会ニュース
◆新入会員
　　2法人、4個人が入会しました。

◆セミナー
　第二回ita公開セミナー「住環境における省エネルギーセミナー」が3月22日（金）に開催されます。

事務局だより
　今号より編集を担当します教育部　山越です。今回初めての編集担当ということで、不慣れな点もあり発行が予定より大変遅く
なってしまったことをお詫び申し上げます。今年は一般社団法人日本非破壊検査協会の赤外線サーモグラフィ試験レベル２技術
者の技量認証制度が始まります。これにより今後ますます赤外線サーモグラフィの普及が進んでいくと期待しています。当協会もレ
ベル２に対応したトレーニングセミナーを１月に開催し多くの方にご参加いただきました。今年も赤外線サーモグラフィの専門機関と
して、赤外線サーモグラフィ普及の一翼を担っていければと考えております。

年の暮れに毎年本屋さんで購入する物があります。
一つは高橋の手帳で NO.74、もう一つは神宮館家庭暦、この二つは欠かしたことがありません。手帳は仕事の予定や行動
などを記録するため常時カバンの内に収まっており、家庭暦は本棚にあります。家庭暦は別に縁起を担ぐわけではありませんが、
何かをやろうとする時、大安、仏滅とともに「一粒万倍日（いちりゅうまんばいび）」なら良しとし、「不成就日（ふじょうじゅび）」
なら延ばせるものなら延ばそうと気分的に利用しています。
さて、今年は「巳年」です。
巳年は本当に蛇を表しているのだろうか。なぜ、子（ネズミ）・丑（ウシ）・寅（トラ）・・・・と動物で順番が決まっているのだろうか。
それと身近にいる猫は何故いないのだろうか。などと考えるだけで雑学好きにはたまらなくなります。
先ず、十二支の順番ですが、神様が動物達にむかって「元旦にお詣りにきた順に１年づつ年（とし）をやろう」と話したこと
から始まります。これを聞いた動物達は色々考え、自分は「のろま」だからと思っているウシは前夜に出発し、先頭でお詣りをし
ようとしました。ところが、ウシの頭に乗って角に掴まっていたネズミがポンと飛び降りて先着したため、ネズミが十二支の一番目に
なったそうです。
次は、なぜ猫が無いかと言いますと、「猫はもともと自分勝手な生き物なため」、神様の話を聞き漏らし、ネズミに聞くと１月２日
と教えられた。それを信じて行くと、行事は終わっており、猫は不参加扱いとされました。それ以来、猫はネズミを見ると怒って
今でもアッチコッチで追い回しています。
ちなみに、東南アジアでは牛の変わりに水牛だったり、猫も年を貰っているようです。
色 な々本を読んでいると「雑学」のネタは尽きることがありません。
民俗学者の吉野裕子さんは著書「蛇ー日本の蛇信仰」の中で、注連縄（しめなわ）、鏡餅（かがみもち）、案山子（かかし）は、
蛇信仰に関わりが深く、注連縄は２匹のへびが絡み合う様を形取り、鏡餅はとぐろを巻いたヘビを指し、案山子はネズミを退治
する田の守り神としてのヘビをイメージしていると解説しており、なるほどと納得させられます。
蛇は虫でもないのに虫偏がついているのは何故かというと、古来蛇を遠回しの表現で「虫（マムシ）」と呼んでいたらしい。
そのため、「虫除け」とはマムシの害を避けるためのお祓いを意味しているそうです。
昨年は辰（竜）年でしたが、巳（蛇）とは関係が深いようです。
蛇は、海に千年、山に千年棲んで竜となり、その竜が水辺で水を飲んでいる姿が「虹」として見える。この虹に虫偏がつい
ているのは、元の蛇を意識してのことでしょうか。
また、竜と蛇が入っている言葉に「竜頭蛇尾」があります。
頭は竜だが尾は蛇であるとの意味で、まだ二千年に達していない未熟な蛇とも言えます。　本来は、「初めは勢いが良かったが、
終わりは振るわなかった」というのが正しいらしいので、そうならないよう今年は頑張りたいと思っています。
蛇足ですが、今年のアカデミー賞１２部門にノミネートされている映画の題名は「リンカーン」です。エブラハム・リンカーンは
巳年生まれであるということを監督のスピルバーグ氏は知っていたのでしょうか？ 興味があります。
 （大慈寺）

「巳年の雑学」箸やすめ


